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2005年11月の 大気大循環 と世界の 天候

大気大循環

　北半球 50ehP 註 1〒着度 で は ，　東 シ ベ リア か ら べ 一
　リ ン

グ海 付近 で 十6山 】ユ以 ヒの 正偏 差 が み ら れ た ．ま た，
ユ ーラ シ ア 大陸 か ら北 太

’
卜洋 に か け て は 帯状 の 負偏差

域 が み られ 、日本付近 は 全体的 に 負偏差 に 覆 わ れ た．

　850　hl’

u の 気温 は．ロ シ ア 西部 や東 シ ベ リ ア で は 5【川
hPa　rle

’
も度場 と対応し て

．
IE偏差が 明瞭 に み ら れ た．ア ラ

ス カ付
’
近 で は 負偏差 が み ら れ た，圭た．日本付近 で は

東11本を 中心 に 弱 い 負偏芹 が み られ た．

　熱帯 の 対流活動 は． 1 ン ドネ シ ア か ら太
’1ノ：洋西部 に

か け て
’
ド年 よ り活 発．日付

’
変更線付近 で は 平年 よ り イ・

活 発 だ っ た．二 1 ・一ギ ∴ ア 島 か ら南東に の び る 南太平

洋収束帯 （SpCZ ）で 1よ1ア

年 k り活 発だ っ た．また ．イ

ン ド洋赤道付近 は
」
卜flこ 好 丿｛

｛活発 だ っ た が．ア ラ ビ ア

海か ら f ン ド南部 で は ス リ ラ ン カ 付近 を 中心 に 平年 よ

り 活 発 だ t
）た ．前 月 は 活 発だ っ た カ リブ 海は、ほ ぼ

’P

年 並 に JX・　一） た．
　850　hl’

a 流線関数 お よ び 風 ベ ク トル で は ，前月 と 同

様 に でン ド洋の 南北 両半球 で 低気 1矧生循環 偏 差 が み ら

れ ， f ン ド洋赤道 付近 は 全域 で 西．1！kL偏差 と な っ た，太

Ψ
：
洋 で も前月 と「司様に 南北両半球 に 高気圧性循環偏差

が み ら れ た　太平洋赤道付近 は西部．中部，東部す べ

て で 螺〔風偏差 と な 丿 た ． こ の 傾 向は 過去 3 か Ji間続 い

て い る．
　SOI （南方振動指数）は

一1）．3と な っ た ．

世界の 天候

  東シ ベ リア の高温

  モ ン ゴ ル 東部か ら中国中部の 少雨

  中国東部か らベ トナ ム の 高温

　 台湾 の タ イペ イ （台北）で は 月平均 気温 が 23，2C と

　 な っ た （平年 ：2｛）．2℃ ）．

  西 シベ リア 南部か らカ ス ピ海北部 の 少雨

  ロ シ ア北西 部か ら ス カ ン ジ ナ ビ ア半島の 高温

  ア プ リ力北西部の 多雨

　 モ ロ ッ コ 沖 の ス ペ でン 領 カ ナ リア諸島で ド旬，ト ロ

　 ピ カ ル ス トーム 「デ ル タ 」の 通過 に よ り 7 入 が 死 亡

　 し た と伝 え られ た ．

  ギ ニ ア湾周辺 の 高温

  ハ ドソ ン 湾か ら五大湖周辺 の 多雨

  ベ ネ ズ エ ラ の 多雨

  南米赤道付近の 高温

  ミ ク ロ ネ シ ア か ら メ ラ ネ シ ア 東部の 高温

　　（気象庁地球環境 ・海洋部気候情報 課　村 上 再章）
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2005年11月の 北 半球月平均 500　h　Pa 高度 お よび 平年

偏差

等値線 間 隔 は 61hn．偏 差 パ 処
一

ン IIVP，；　1、t　6｛］　m ．
1i｛年 値

は 1979〜199：殉t・の ECMWFI5 年
1
再解 析 デ

ー
タ に よ る．

2005年 11月の 北半球月平均 20〔｝hPa 風 速 お よび風ベ

ク トル

等 値 線間 隔 は 2｛lm 、”s．陰影 部 は ・dOn1．！s 以 上．太実線 で

囲 ま れ た 領域 は 平 年 の 4【｝m 〆s 以 ．t’の 領域 を 示 す．平

年 値 は 1979〜1993年 の ECMWFI5 年 再 解 析 デ
ー

タ に

よ る、
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　　　　　　　　　　2005年11月 の 月 平 均外向き長波放射量平年偏差

等値線間隔 は IO　“J　
，

，

mu で，値が 小 さ い ほ ど対流 活 動 が 活発 で あ っ た と推測 され る．

CPC ！NCEPINOAA ，平年値 はユ979〜2〔〕O｛｝年の デー
タ か ら作 成

元 デ ー一タ は

，、〜
嘶

詳

　　　　 2005年 11月の 月 平 均 850hPa 流線関数 平 年偏差及び風平年偏差 ベ ク トル

流 線 閣 数 の 偏 差 の 等値線問 隔 は 2xl 舮 m2 〆s．平年値 は 1979〜1993年 の ECMWFI5 年再解析
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2005年 11月の 世 界の 異常天 候分 布図　　へ 異 常 高 温　▼ 異常低温　」 異常多雨　× 異常少雨

異常 高温
・
低温 は標 準偏 差 の 2 倍 以 卜，異常多雨 ・少 雨 は 降水 5分位値 が 6 お よび 0 ．図 中の

番琴は本文 中 の 番号 と 対応 し て い る．
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